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夏・冬連続
賞与の減

若手社員への「雇用不安」につなげてはならない

＜ 会社からの現状認識と考え方 ＞

夏季手当については厳しい経済状況を踏まえ、会社の持続的な発展こそが、

社員還元のさらなる充実、働きがいの向上、社員・家族の幸福の実現につな

がるという前提に立ち、直面する厳しい経営環境や経営課題について、あら

ためて認識を共有することが重要である。

そのためにも、『変革2027』のスピードアップ、新たな成長戦略を実現し

ていくために、社員一人ひとりが健全な危機感を持って、積極的なチャレン

ジや自己啓発などを取り組んでいくことが不可欠である。

「極めて慎重に判断せざるを得ない状況にある」との認識であるが、
成長投資と同様、人材投資もしっかり取り組む。

!!

国労が取り組んだアンケートでは、「赤字だから仕方がない」と思いつつも

「コストダウンは賃下げや賞与の削減以外でやってほしい」が大多数となっている。

社員・家族のみに痛みを押しつけるだけでは、会社の持続的な発展にはつなが

らない。


